
 

 

 

 

このニュースレターは、日本ＦＨ協議会会員の方にできるだけ早急にお知らせしなければならない情報や知って

おいてもらいたい１つないし２つの情報を送ります。必要ならプリントしてあるいは保存しておいてください。 

 

 コロナ禍 
    

 

５月の中旬、北川会長名で各ＦＨに「コ

ロナ禍での子どもたちの保護」について

の連絡が入ったことと思います。 

 

 これはコロナウィルスにより、保護者

が陽性になった場合の子どものケアにつ

いて、一時保護や、ショートステイなど

のニーズが増加することが考えられてい

ます。 

 

それを受け、「日本財団」から社会的養

護を担っているＦＨ、児童養護施設、乳

児院、里親などが一時保護に対応するケ

ースが出てくるものと考え、その場合は

衛生用品など物資の支援をする、と考え

ています。 

 

 それについて、日本ＦＨ協議会はその申し出を受けることにしました。勿論それ

ぞれのホームが無理のない範囲で、という事が前提ですが、 

 

５月２５日の時点で 

６７ホーム（現在３３０ホーム中）、協議会加盟全ホームの ５分の１ のホームの方

が受け入れ表明をしました。 

  

 現在は徐々に緊急事態が解除されてきていますが、まだまだ油断はできない状況

だと思います。これからも、困難な状況が迫ってくる場合も想定されます。社会的

養護の一環を担うＦＨに期待が寄せられています。 

 



受け入れの可否について意見をいただいたので、掲載させていただきます。 

 

受け入れ可能 

・情報提供、医療関係とのサポートができれば可能と思われます。（複数回答） 

 

・不安もありますが何らかのお役に立てればと思います。 

 

・定員６人受託しているのですが、それでも受け入れることができますか？受け入

れがオッケーなら可能です。（複数回答） 

 

・あくまでも定員内での場合ですが、行き場がない子どもたちを受け入れ生活する

ことが使命と思っています。陰性が確認されているのであれば受け入れます。 

 

受け入れが難しい 

・定員いっぱいのため現在は不可。（複数回答） 

 

・できれば受け入れたい気持ちは 100％あるのですが、定員６名中現在６名の子ど

もを受け入れているので、受け入れ不可能になると思われます。いざ、このような

時に何の支援もできないのが歯がゆいです。 

 

・０歳児がいるため、乳児がいるため。 

 

・今は現在一緒にいる子どもを守る事で精一杯というのが正直な気持ちです。お手 

伝いできず申し訳ありません。 

 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響で、これからの社会で大きな変革が起きて

きています。先の見えない状況の中でも、受け入れ表明をしてくださった６７ホー

ムの皆様、受け入れが難しいと表明してくださった方も、受け入れをしたいが理由

があり、複雑な気持ちを持ちながら意見をくださいました。 

 

皆様にこの場をお借りしてお礼申し上げます。回答ご意見ありがとうございました。 


